






要約:学習障害は、何らかの中枢神経の障害を基盤に認知過程の障害をともない生じた様々

な学習に関係する能力の障害である。 今回は、聴覚と視覚の同時刺激が可能である新し

い事象関連電位用刺激システム (日本光電: AAA-15002)を開発し、日本語(漢字、ひらか

な、言葉) 刺激を用いて健常成人と学習障害における臨床応用を行い、漢字、ひらがな視

覚刺激課題にて、健常成人と算数障害におと異なり、読字障害と書字障害において、左半

球において低振幅であった。ひらがな、漢字、漢字と読み同時刺激課題について、 P300

の発生源を同定し、前 2課題は発生源が異なり、同時刺激では両者を併せた発生源であっ

た。これらの結果は、学習過程における視覚と聴覚単独と同時使用における認知面での差

異を証明したことになる。


